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町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

湯
　

川
　

裕
　

司

山
北
町
長

町長
選挙

初当選湯川裕司氏が

こ
の
度
の
山
北
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
町
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
22
日
に
初
登
庁
し
、
職
員
の
方
々

に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
町
長
の
職

務
を
引
き
継
ぎ
、
改
め
て
、
町
民
の
皆
様

か
ら
託
さ
れ
た
期
待
の
大
き
さ
と
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
ま
し
た
。

早
々
、
近
隣
の
市
町
を
は
じ
め
、
神
奈

川
県
や
国
等
の
関
係
行
政
機
関
へ
就
任
の

ご
挨
拶
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
町
内
各
地
を
く
ま
な
く
歩
き
、

大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
声
を
必
ず
町
政
に

活
か
し
、
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
、
山
北
町
が
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
数
多
く

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
が

公
約
に
掲
げ
ま
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
企

業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
や
魅
力
あ

る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
よ
る
山
北
の

経
済
の
立
て
直
し
、
生
産
人
口
の
流
出
を

防
ぐ
た
め
の
居
住
環
境
の
整
備
、
安
心
し

て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
町
民
の
目
線
に

立
っ
た
町
政
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、

町
政
へ
の
信
頼
を
築
く
第
一
歩
に
な
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
私
は
、
一
町
民
、
一
議
員

と
し
て
、
山
北
町
を
見
つ
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
山
北
町
が
進
む
道
は
前
途
多
難
で

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の

力
を
注
ぎ
こ
み
「
元
気
な
山
北
」
の
再
生

の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。私

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

山
北
の
町
を
誇
れ
る
よ
う
、
情
熱
と
誠
意

を
も
っ
て
、
謙
虚
に
か
つ
大
胆
に
、
町
政

の
運
営
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
町
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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かとう　文　康 ４１票
甲　斐　たかひろ ２０４票
山　本　誠　一 １１３票
中　西　けんじ １，０８６票
かねこ　洋　一 １，４９３票
ち　ば　景　子 １，６３９票
はたの　君　枝 ４８９票
木　村　えい子 ２０３票
松　田　まなぶ １８４票
小　泉　あきお ２，５３９票
得　票　総　数 ７，９９１票
無 効 投 票 数 ４３５票
投 票 者 総 数 ８，４２６票

幸 福 実 現 党 ３１．２００票
み ん な の 党 １，０３３．３３３票
民 主 党 ２，５５９．６６６票
女 性 党 ７０．８００票
自 由 民 主 党 ２，１８９．８８５票
新 党 改 革 １７４．０００票
社 会 民 主 党 ３８１．３３３票
たちあがれ日本 １４１．０８５票
日 本 創 新 党 ５１．０００票
国 民 新 党 ８３．０００票
公 明 党 ９４６．６２７票
日 本 共 産 党 ３５３．０６６票
得 票 総 数 ８，０１４．９９５票
按分の際切捨て ０．００５票
無 効 投 票 数 ４１１．０００票
投 票 者 総 数 ８，４２６．０００票

区分 男 女 計

当日の有権者数 ４，９４０人 ５，２８１人 １０，２２１人

投票した人 ３，９７９人 ４，４０３人 ８，３８２人

投票しない人 ９６１人 ８７８人 １，８３９人

投票率 ８０. ５５% ８３. ３７% ８２. ０１%

○
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙　

投
票
結
果

投票結果

任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
町
長
選
挙
は
７
月
６
日
に

告
示
さ
れ
、
新
人
の
湯
川
裕
司
氏
と
現
職
の
瀬
戸
孝
夫
氏
が

立
候
補
し
ま
し
た
。

投
票
は
、
11
日
に
町
内
14
か
所
の
投
票
所
で
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
は
、
午
後
９
時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
午
後
11
時
20
分
に
確
定
し
、
湯
川
氏
の
当
選

が
決
定
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
82
・
０
１
％

今
回
の
選
挙
の
投
票
率
は
、
４
年
前
の
前
回
の
83
・

１
８
％
を
１
・
１
７
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
82
・
０
１
％
で
し

た
。
ま
た
、不
在
者
投
票
及
び
期
日
前
投
票
は
、投
票
数（
８
，

３
８
２
人
）
の
15
・
４
４
％
（
１
，
２
９
５
人
）
に
な
り
ま

し
た
。

町
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い

て
は
新
人
の
瀬
戸
顯
弘
氏
が

立
候
補
し
、
他
に
届
け
出
が

な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
に

な
り
、
瀬
戸
氏
の
当
選
が
決

定
し
ま
し
た
。

投 票 者 総 数 ８，３８２票

有 効 投 票 数 ８，２９４票

無 効 投 票 ８８票

無 効 投 票 率 １．０５％

湯川　裕司

瀬戸　孝夫
４，４０７票

３，８８７票

当

町長選挙
開票結果（敬称略）

町
長
選
挙
と
同
日
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、
１
０
，
３
１
４
人
で
、
投
票

者
数
は
８
，
４
２
６
人
と
な
り
、
投
票
率
は
、
81
・

６
９
%
に
な
り
ま
し
た
。

○
参
議
院
神
奈
川
県
選
出
議
員
選
挙　

投
票
結
果

町
長
選
挙
結
果

瀬戸　顯弘当

町議員補欠選挙
結果（敬称略） 町

議
員
補
欠

選
挙
結
果

参
議
院
選
挙
結
果
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瀬
戸
町
長

１
期
４
年
の

足
跡

町
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
夏
の
一

番
暑
い
時
期
で
す
が
、
皆
様
お
元
気
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
去
る
7
月
21
日
を
も
っ

て
町
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
町
長
就
任
以
来
、
健
康

づ
く
り
や
子
育
て
支
援
、
安
全
安
心
対

策
な
ど
町
民
の
皆
様
の
日
々
の
生
活
に

直
結
す
る
諸
施
策
を
、
一
方
で
健
全
財

政
を
維
持
し
な
が
ら
、
堅
実
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

4
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
本

当
に
短
く
、
課
題
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い

る
中
で
、
遣
り
残
し
た
こ
と
が
多
く
、
と

り
わ
け
、
山
北
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
は
平
成
21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
、
定
住
総
合
対
策
を
柱
に
、
子
育

て
支
援
策
、
住
ま
い
づ
く
り
応
援
制
度
、

企
業
立
地
優
遇
策
等
を
中
心
に
施
策
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最
後
ま
で

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
は
心
残
り
で
す
。

県
西
地
域
2
市
8
町
の
合
併
問
題
は

一
区
切
り
が
つ
き
、
山
北
町
と
し
て
す

ぐ
に
動
き
出
す
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、ほ
か
に
も
、小
中
学
校
の
統
廃
合
、

河
村
城
址
歴
史
公
園
の
整
備
、
新
東
名

高
速
道
路
の
工
事
用
道
路
や
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
問
題
、
丸
山
地
区
・

平
山
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
、
山
北
駅
・

東
山
北
駅
の
周
辺
整
備
、
ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ

ラ
な
か
が
わ
の
跡
地
利
用
、
広
域
斎
場

建
設
計
画
等
、
数
え
上
げ
れ
ば
切
り
が

な
い
ほ
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
連
し
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
つ
い

て
は
新
し
い
町
長
に
引
き
継
い
で
頂
き
、

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

山
北
町
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
る
潜
在
能
力

が
あ
る
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
か
ら
可
能
性
を
引
き
出
し
、
素
晴
し

い
町
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
も
一
町
民
と
し
て
、
今
後
皆
さ
ん

と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
節
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
4
年
間
ご
支
援
頂
い
た
町

民
の
皆
様
、
町
関
係
諸
団
体
の
皆
様
、

そ
し
て
仕
事
の
面
で
私
を
支
え
て
く
れ

た
町
職
員
の
皆
様
に
重
ね
て
感
謝
を
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
へ
瀬　
戸　
孝　
夫

・
町
長
現
地
調
査
を
実
施
（
10
月
）

・
県
西
地
域
広
域
斎
場
建
設
協
議
会
に
参

加
（
11
月
）

・
川
村
小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事
が
完
了

（
2
月
）

・
河
村
城
跡
史
跡
整
備
一
部
完
成
記
念
式

を
開
催
（
3
月
）

・
水
源
環
境
保
全
･
再
生
市
町
村
交
付
金

事
業
を
開
始
（
4
月
）

・
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を

小
学
校
修
了
時
ま
で
拡
大
（
4
月
）

・
役
場
組
織
の
機
構
改
革（
部
制
→
課
制
）

の
実
施
（
7
月
）

・
山
北
町
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
見
直
し
を
開
始
（
7
月
）

・
山
北
町
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
を
設
置

（
7
月
）

・
山
北
町
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
を
開
始

（
7
月
：
以
後
継
続
）

・
町
民
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を
開
催
（
7
～

8
月
：
以
後
継
続
）

・
山
北
の
お
峯
入
り
5
年
ぶ
り
の
公
演

（
10
月
）

・
山
北
町
立
小
･
中
学
校
統
廃
合
の
あ
り

方
検
討
会
を
設
置
（
10
月
）

・
山
北
中
学
校
校
舎
改
修
工
事
が
完
了

（
2
月
）

・
中
川
水
源
交
流
の
里
施
設
が
完
成（
3
月
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収

集
を
開
始
（
4
月
）

平
成
18
年
度
8
月
以
降

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度
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アあ

手 続 き 方 法

○子ども手当を受けられる人は？ ○子ども手当の支給額は？ ○子ども手当の支給対象月は？

○子ども手当の支給時期は？

０歳～中学校を卒業するまでの
子どもを養育している方です。

１人につき
月額13,000円になります。

平成２２年９月３０日までに申請さ
れた方は、平成２２年４月分からが
支給対象月に計算されます。平成
２２年１０月１日以降に申請された
方は、申請月の翌月から支給対象月
に計算されます。

支給月は６月・１０月・２月で、
それぞれの前月分までが支給されます。

児童手当を受給していた方 児童手当を受給していなかった方

すでに町から申請書等を送付していますの
で、役場福祉課へ申請書を提出してください

すでに町から申請書等を送付していますので、
役場福祉課へ申請書を提出してください

【問合せ】 福祉課福祉推進班　電話７５－３６４４

手続きの必要はありません

○中学校２・３年生の子どもを養育している方

○０歳～中学１年生の子どもを養育している方 ○０歳～中学生の子どもを養育している方

※申請書をお持ちでない場合は、役場福祉課へご連絡ください。

子ども手子ども手手当当当のの申申請請ははお済みですか？お済みですか？子ども手当の申請はお済みですか？

子ども手当とは？

子ども手当の申請書の提出期限は９月３０日（木）までです！！
提出期限を過ぎると平成２２年４月分～申請月分までの手当は支給されませんのでご注意ください。

・
妊
婦
健
康
診
査
料
補
助
制
度
の
拡
大

（
2
回
→
5
回
）（
4
月
）

・
町
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

を
三
保
地
区
で
開
始
（
7
月
）

・
町
立
山
北
診
療
所
を
再
開
（
12
月
）

・
ほ
の
ぼ
の
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

（
12
月
：
以
後
継
続
）

・
山
北
駅
開
業
1
2
0
周
年
記
念
式
典
開

催
（
2
月
）

・
山
北
町
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
（
平
成
21
～
26
年
度
）
が
ス
タ
ー
ト

（
4
月
）

・
役
場
組
織
の
機
構
改
革
に
よ
り
定
住
対

策
室
を
新
設
（
4
月
）

・「
山
北
町
企
業
等
の
立
地
促
進
に
関
す

る
条
例
」
施
行
（
4
月
）

・
事
業
資
金
借
入
に
係
る
保
証
料
助
成
を

開
始
（
4
月
）

・
や
ま
き
た
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
開
始
（
4
月
）

・
妊
婦
健
康
診
査
料
補
助
制
度
の
拡
大

（
5
回
→
14
回
）（
4
月
）

・
紙
お
む
つ
支
給
事
業
を
開
始
（
4
月
）

・
遠
距
離
通
学
助
成
金
事
業
を
開
始（
4
月
）

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

－

A
L
E
R
T
）
の
運
用
を
開
始
（
4
月
）

・
お
楽
し
み
券
付
き
「
山
北
町
商
品
券
」

を
販
売
（
5
月
、
10
月
）

・
山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
配
信
開
始

（
6
月
）

・
御
殿
場
線
山
北
駅
開
業
1
2
0
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
10
月
）

・
尾
﨑
好
美
選
手
の
祝
賀
会
を
開
催
し
、

町
民
栄
誉
賞
を
授
与
（
12
月
）

・
消
防
11
分
団
詰
所
新
築
（
12
月
）

・
ト
オ
カ
ツ
フ
ー
ズ
（
株
）
山
北
工
場
が

稼
動
（
2
月
）

・
向
河
原
橋
（
山
市
場
）
改
良
工
事
が
完

成
（
3
月
）

・
日
向
活
性
化
施
設
が
完
成
（
3
月
）

・
童
謡
・
唱
歌
教
育
の
推
進
（
4
月
）

・
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を

中
学
校
修
了
時
ま
で
拡
大
（
4
月
）

・
紙
お
む
つ
支
給
事
業
の
対
象
拡
大（
4
月
）

・
出
産
祝
い
金
制
度
を
創
設
（
4
月
）

・
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業（
新
築
祝
金
、

空
き
家
活
用
助
成
金
、
勤
労
者
等
住
宅

利
子
補
助
制
度
）
を
開
始
（
4
月
）

・
平
山
工
業
団
地
に
2
社
の
立
地
が
決
定

（
5
月
）

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度
ま
で
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佐
藤
未
奈
（
川
村
小
５
年
）　

『
日
曜
日
の
駅
そ
う
じ
』

湯
川
珠
由
（
三
保
小
６
年
）　

『
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
つ
い
で
』

山
崎
聖
（
清
水
中
１
年
）　

『
み
ん
な
違
っ
て
お
も
し
ろ
い
』

三
尋
木
遼
（
三
保
中
２
年
）　

『
あ
り
が
と
う
の
一
言
』

７
月
３
日
（
土
）、
中
央
公
民
館
で
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
青

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
と
、
青
少
年
健

全
育
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
少
年
の
主
張
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
や
最
優
秀
の
４
人
に
よ

る
作
文
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

魂
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト 

杉
山
裕
太
郎　

氏
を
お
招
き
し
、「
親
子
の
絆 

～
た
っ
た

一
言
で
変
わ
っ
た
俺
の
人
生
」
と
題
し

て
、
歌
を
交
え
た
講
演
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま

し
た
。 青

少
年
健
全

育
成
大
会

次代を担う青少年が心身ともに健やかに成
長していくことは、私たち町民すべての願いで
あります。時代の流れとともに青少年を取り巻
く社会環境は大きく変わっておりますが、青少
年を健全に育てなければならないという、私た
ちの思いは決して変わるものではありません。

子どもや若者たちの笑顔は、明るい社会に
かかせないエネルギーです。このエネルギー
を絶やそうとする日常生活の中のさまざまな
有害な環境から青少年を守り、そして心身と
もに成長過程にある青少年を健全に育成する
ことは、私たち大人に課せられた重要な責務
ではないでしょうか。

今こそ、私たちは青少年の健康と幸せを切に
望み、家庭・地域・学校が一体となって青少年
の健全育成に取り組み、次代を担う青少年が夢
と希望をもって、心豊かに育っていく明るい笑
顔の社会環境づくりに向けて取り組みます。

平成２２年７月３日
山北町青少年健全育成大会

大会アピール

山崎聖さん 佐藤未奈さん

三尋木遼くん 湯川珠由さん

最 優 秀

み
ん
な
で

み
ん
な
で

ま
ち
を

ま
ち
を

き
れ
い
に

き
れ
い
に

み
ん
な
で

ま
ち
を

き
れ
い
に

アあ

【問合せ】生活環境課生活環境班
　　　　　（電話）７５－３６４５

　ペットのフンは飼い主が責任をもって後片
付けをしましょう。
　野良猫などにエサを与える方は、責任を持って
最後まできちんと面倒を見るようにお願いします。
　もし面倒を見ることができなければ、近隣の
迷惑になりますのでエサを与えないでください。

アあ

　山北町農業委員会は、公選委員１０名、議
会推薦委員１名、団体推薦委員１名の１２名
で構成されています。この団体推薦（かなが
わ西湘農協）の農業委員について、６月２５
日より共和地区の井上正文さんが新たに選任
されました。
　任期は平成２４年４月３０日までです。

かながわ西湘農協の
推薦による農業委員が

井上正文さん
に決まりました
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【問合せ】丹沢湖花火大会実行委員会（産業観光課内）
（電話）７５－３６４６

大大大大大大大火火花花花湖花花湖 火火火火大大会会火 会大大大大大火火火火火火火花花湖湖湖第28回 丹沢湖花火大会!!
8月10日（火）午後８時から打ち上げ開始！

丹沢湖花火大会イベントのご案内
（荒天順延）

イ ベ ン ト 場所 丹沢湖駐車場

花火打ち上げ

歌謡、阿波踊り、ソーラン、
フラダンス、太鼓演奏、みこし等

※荒天順延の場合、イベント等は行わず、午後8時から
　の花火打ち上げのみになります。

仕掛け花火、水中孔雀、
スターマイン等２５００発打ち上げ

１６：００～

２０：００～

Q
R
コ
ー
ド
読
み
取
り
内
容

宛
先
　

cfm
@
io.dataeast.jp

件
名
　

t-yam
akita au・Softbank

docomo

　

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ

れ
た
宛
先
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

空
メ
ー
ル
送
信
後
、
登
録
案
内

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
き
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
指

示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が
な

い
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録

す
る
場
合
は
、
新
規
メ
ー
ル
を
選
択

後
、
次
の
宛
先
と
件
名
を
入
力
し
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
問
合
せ
】総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

配
信
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
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在
宅
重
度
障
害
者
等
手
当
の

　
　

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
22
年
度
よ
り
神
奈
川
県

の
在
宅
重
度
障
害
者
等
手
当
の

制
度
の
変
更
に
よ
り
、
手
当
等

の
支
給
対
象
が
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。

８
月
１
日（
基
準
日
）時
点
で
、

県
内
に
６
か
月
以
上
お
住
ま
い

の
「
在
宅
で
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
方
」
で
、
①
・
②
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
次
の
２
つ
以
上
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方

・
身
体
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま

た
は
２
級

・
知
的
障
害
の
あ
る
方

療
育
手
帳
の
Ａ
１
ま
た
は

Ａ
２
相
当
の
判
定

※
Ｂ
１
や
知
能
指
数
50
以

６
月
18
日
に
、
清
水
橋
近
く
県
道
76
号

沿
い
の
花
壇
に
、
赤
い
サ
ル
ビ
ア
を
植
栽

し
ま
し
た
。
作
業
に
は
清
水
保
育
園
の
園

児
、
清
水
小
学
校
の
児
童
、
清
水
中
学
校

の
生
徒
や
地
域
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

夏
の
丹
沢
湖
に
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
申
請
の
手
続
き
方
法
に
つ
い
て

申
請
期
間　

８
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　

９
月
10
日
（
金
）
ま
で

申
請
場
所

福
祉
課 

長
寿
い
き
が
い
班

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
障
害
者
手
帳
な
ど
、
障
害
の

内
容
が
わ
か
る
も
の

・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
受
給
を
証
明
す

る
書
類
の
写
し

・
通
帳

・
印
鑑

支
給
金
額　

６
０
，
０
０
０
円

【
問
合
せ
】

　

福
祉
課 

長
寿
い
き
が
い
班

　
　
　

電
話 

７
５－

３
６
４
４

花
の
植
栽

清
水
地
区
で

下
と
判
定
さ
れ
た
方
で
、

身
体
障
害
手
帳
の
１
～
３

級
を
交
付
さ
れ
た
方
を
含

み
ま
す
。

・
精
神
障
害
の
あ
る
方

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級

②
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

・
年
齢
及
び
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

・
前
年
８
月
１
日
か
ら
当
年
７

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
施
設

や
病
院
等
に
継
続
し
て
３
か

月
以
上
、
入
所
（
入
院
）
さ

れ
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

・
一
度
認
定
さ
れ
た
方
で
も
、

毎
年
現
況
に
つ
い
て
届
出
が

必
要
で
す
。
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 0 9

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

　中央公民館図書室おはなしボランティア「ポケット」の皆さんによる「おはなし会」夏のスペシャルを開
催しました。
　ボランティアの皆さんが創り出したおはなしの世界にたくさんの子ども達が夢中になりました。

図書室内の親子室で「おはなし会」を毎月開催しております。みなさん、ぜひ、聞きにきてください！  
※詳しくは12ページの「図書室から」をご覧ください。

を開催しました！

7月17日（土）
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 ８月６日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
 ８月６日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
 ８月６日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

印の付いている教室には託児サービスがあります。ただし有料ですので、ご希望の方はお申込の
際にお問合せください。

タイ料理教室
内　容　ココナッツミルクの入った『グリーンカレー』と『タイ風サラダ』を作ります。
対　象　一般（定員２０名）
参加費　５００円

講　師　佐々木  ジャンティラ さん
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

◎ 教室についての申し込み、問合せは中央公民館事務室 ☎（ 75 ）3131 までどうぞ。

日　時　９月８日（水）９：３０～１２：００

次の教室については若干余裕がありますので、再度参加者を募集いたします。※定員になりしだい締め切りとなります。
※都合により日程を変更する場合もありますのでご了承ください。

サマースクールサマ スク ルサマースサ ルルスス ルルルルササササマ スク ルルルククススママササ ースクーサマースクール ～いろいろな事を体験しよう～

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

8月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対　象 主 催 者 ・ 問 合 せ

1 日 山北町歌謡連盟カラオケ発表会 多目的ホール 10：00 自　由 町歌謡連盟

4 水 スイーツデコ教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室
  9：30

申込者 中央公民館
13：00

5 木 一日図書室員（サマースクール） 図 書 室   9：30 申込者 中央公民館
6 金 こども陶芸教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室 10：00 申込者 中央公民館
8 日 親子工作教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室   9：30 申込者 中央公民館
10 火 新聞広告紙で作った作品展（～ 24 日まで） １ 階 ロ ビ ー 12：00 自　由 岸　　正子　☎（76）4220
11 水 パソコン体験教室（サマースクール） 第 ３ 会 議 室   9：30 申込者 中央公民館
17 火 絵画教室（サマースクール） 美 術 工 芸 室   9：30 申込者 中央公民館

18 水 エネルギー不思議実験教室   （サマースクール） 美 術 工 芸 室
  9：30

申込者
中央公民館

13：30 中央公民館

19 木 三味線体験教室（サマースクール） 第 1・第 2 会議室   9：30 申込者 中央公民館
21 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール 10：00 申込者 中央公民館
22 日 第４回サマーコンサート（吹奏楽） 多目的ホール   9：00 自　由 足柄ウインドオーケストラ　☎（75）1576
24 火 霞雲書院 書道展（～29日まで） ２階展示ホールギャラリー   9：00 自　由 尾崎　霞雲　☎（75）1239
28 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール 10：00 申込者 中央公民館
29 日 米若会 民謡発表会 多目的ホール 10：00 自　由 岩田　篤治　☎090（9959）8208
31 火 山北町交通・防犯輪投げ大会 多目的ホール 13：30 自　由 社会福祉協議会　☎（75）1294
9月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対　象 主 催 者 ・ 問 合 せ
1 水 タイ料理教室 調 理 実 習 室   9：30 申込者 中央公民館
3 金 やまぶき学級 多目的ホール 13：30 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

4 土
ワンダーランド 多目的ホール   9：00

申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール 10：00
おはなし会 図 書 室 14：30 自　由 中央公民館

教    室    名 日程 時    間 参加費 持　ち　物 問　合　せ
親 子 工 作 教 室 ８月　８日   9：30 ～ 11：30 500 円 汚れても良い服装

中央公民館エネルギー不思議実験教室（小学校高学年） ８月１８日 13：30 ～ 15：30 500 円 特になし

三 味 線 体 験 教 室 ８月１９日   9：30 ～ 11：30 無料 特になし
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日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24
31

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

8 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

9 月

新聞広告紙で作った作品展
　地域情報誌「５歳児が作る独創的な怪獣」
で紹介された岸 聖人 君の作品です。
日　時  ８月１０日（火）～８月２４日（火）
　　　　（ただし、１０日は１１：００から）
場　所  １階 ロビー
問合せ  岸 正子 ℡（７６）４２２０

霞雲書院 書道展
主　催  尾崎書院
日　時  ８月２４日（火）～８月２９日（日）
　　　　（ただし、２９日は１６：００まで）
場　所  ２階 展示ホール・ギャラリー
問合せ  尾崎 霞雲 ℡（７５）１２３９

生涯学習発表会

イベント紹介

　神奈川県立埋蔵文化センターの職員を講師にお願いし、当時の
技法で古代の装身具「まが玉」を作りました。

　７月７日は七夕。中央公民館では１階ロビーにて６月２９日
から七夕飾りの竹を設置しました。大人から子どもまで、大勢
の方に願い事を書いていただき、七夕の日には立派な七夕飾り
が完成しました。

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

広美会 ちぎり絵展［6月20日～7月4日］ 山北町写真同好会 写真展［7月13日～25日］

広報やまきた　平成22年8月号　No.666 10広報やまきた　平成22年8月号　No.66611



山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第76号

が始まりました。

町では、山北に住む一人ひとりが「健康の達人」として生活できることを、そして、
いくつになっても、元気でいきいき生活できる『健康町民の町“やまきた”』を目指し、
健康マイスターフォローアップセミナーを毎年開催しています。「マイスター」とは
ドイツ語で「達人・匠」という意味です。
このセミナーは、講義や演習・体験を取り入れながら健康について幅広く知り、

自分の健康を見つめなおす機会としています。

　地元の方の説明で、共和地区の良さが理解でき、
【地域力】を自分たちで作り上げていく姿にとて
も感動し、その《おもてなし》に心が温かくなり
ました。また、ウォーキングコースとしても共和
地区は、お勧めということが分かり、ぜひ今度、
健康のためにウォーキングをしようと思います。

　３期生までの健康マイスターは７２名（男性３５名・女性３７名）となり、健康町民の代表として
いきいきと生活しながら、次のような事を行っています。

健康マイスターになってみませんか？

健康マイスターフォローアップセミナーとは・・・

第1回　５月２７日（木） 参加人数１５名（男性６名、女性９名）

第２回　６月２６日（土） 参加人数３３名（男性７名、女性２６名）

テーマ
講　師
受講された方の感想

テーマ
講　師
受講された方の感想

スロートレーニング
運動指導士　杉山　京子さん

自分たちの地域は自分たちで守る
元共和地区連合自治会長　杉本　一さん

① 健康マイスター講座の企画運営をしています。

③ 町の行事に積極的に参加しています。

⑤ 地域活動の役員として活躍しています。

② 『健康ノート』の実践をして、日々ウォーキングしています。

④ ボランティア活動に参加しています。

⑥ 生きがいづくりのため、サークル活動を行っています。

『健康町民の町“やまきた”』を目指して、健康の達人である健康マイスターになってみませんか？

山北町  健康マイスター
フォローアップセミナー

　スロートレーニングを知らなかったのですが、長寿時代の筋肉トレー
ニングとして研究され、新しい細胞を作る成長ホルモンの分泌が促進
されるとのこと。今までの筋肉トレーニングは『きつい，苦しい』と
いう方にお勧めです。『ゆるくて、のろくて』も効果は同じだったのです。
このセミナーでスロートレーニングのコツを伝授してもらいました。

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

☆ 今月の新着本案内 ☆
●日　程・内　容
①  9月4日（土）絵本  「とべバッタ」ほか
　　　　　　　　　　　　（おはなしボランティア 「クローバー」さん）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おはなし室（図書室内）

書　　　名   著  者  名  等
プラチナデータ

バイバイ、ブラックバード

野菜食べきりレシピ

おいしい「お茶」の教科書

上手に“痛い”が言える本

東　野　圭　吾

伊　坂　幸太郎

伊　藤　玲　子

大　森　正　司

田　中　祐　次

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
日本哺乳類大図鑑

闇の喇叭

どうしてアフリカ？どうして図書館？

かまきりのカマーくんといなごのオヤツちゃん

あおいくも

飯　島　正　広

有栖川　有　栖

さくま　ゆみこ

田　島　征　三

トミー・ウンゲラー

◆ 児 童 書

 ～夏休みに読みたい児童書～
おはなしボランティア「プー横丁」が、
夏休みに読んでほしい本を選んで展
示しました！本を読むのが苦手…と
いう人、夏休みに図書室に来て、本
の楽しさを体験してみませんか？！

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

８月のおはなし会はおやすみです。

蕗谷 虹児［1898～1979］
　　　　　　関連作品を展示します！！

子どもたちに
　　　学習の場を提供します！
夏休み期間中、グループで学習や作業をする子
どもたちに１階ロビーを開放します。
★8月は休館日を除く毎日、利用できます。

～略歴～
新潟県生まれの童画、挿絵画家。竹下 夢二の紹介で雑誌の
挿絵を描き一躍有名になる。昭和１９年９月、山北町に疎開
し、以後１０年間活動の拠点としていた。絵を描くだけでなく
作詞も手がけ、なかでも「花嫁人形」は今日でもよく歌われ
ている。

● 利 用  時 間  ９：００～１７：００
● 利 用  方 法  図書室カウンターにて随時受付

ふきや       こうじ

らっぱ
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【地域力】を自分たちで作り上げていく姿にとて
も感動し、その《おもてなし》に心が温かくなり
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運動指導士　杉山　京子さん

自分たちの地域は自分たちで守る
元共和地区連合自治会長　杉本　一さん

① 健康マイスター講座の企画運営をしています。

③ 町の行事に積極的に参加しています。

⑤ 地域活動の役員として活躍しています。

② 『健康ノート』の実践をして、日々ウォーキングしています。

④ ボランティア活動に参加しています。

⑥ 生きがいづくりのため、サークル活動を行っています。

『健康町民の町“やまきた”』を目指して、健康の達人である健康マイスターになってみませんか？

山北町  健康マイスター
フォローアップセミナー

　スロートレーニングを知らなかったのですが、長寿時代の筋肉トレー
ニングとして研究され、新しい細胞を作る成長ホルモンの分泌が促進
されるとのこと。今までの筋肉トレーニングは『きつい，苦しい』と
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いいね！いいね！
子育て子育て子育て子育て子育て子育てってって
 内田さん
ご家族
＜宮地＞

お父さん　内田　雅也さん

お母さん　　　　ゆかりさん

　　　　　　　　来夢くん      ５歳

　　　　　　　　歩夢くん      １歳

　

らいむ

あゆむ

　　

　　　　　

　

　　

こ
ん
に
ち
は
！
山
北
に
住
み
始
め
て
５

年
が
経
ち
ま
し
た
。
我
が
家
は
82
歳
の
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
達
４
人
の

総
勢
７
人
家
族
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

長
男
の
来ら

い
む夢

は
、
山
北
幼
稚
園
に
通
う

年
長
さ
ん
で
す
。
と
て
も
素
直
で
マ
イ

ペ
ー
ス
・
・
・
。
虫
が
大
好
き
で
外
に
出

る
と
虫
探
し
開
始
!!
色
々
な
虫
を
持
っ
て

帰
っ
て
来
ま
す
。

次
男
の
歩あ

ゆ
む夢

は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
何
で

も
真
似
っ
こ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
後
を
く
っ

つ
い
て
歩
い
て
い
ま
す
。
時
に
は
ヒ
ヤ
ッ

と
す
る
事
も
し
ば
し
ば
・
・
・
。
運
動
神

経
抜
群
で
、
足
も
速
く
毎
日
追
い
駆
け
る

の
が
大
変
で
す
。

そ
ん
な
二
人
も
ス
イ
ミ
ン
グ
に
通
っ
て

お
り
、
来
夢
は
今
で
は
う
き
わ
な
し
で
泳

げ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
歩
夢
は
ま
だ
ま

だ
お
兄
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
ま
す
。

二
人
は
最
近
「
け
ん
か
」
も
し
ま
す
。

泣
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
歩
夢
も
反
撃
す

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ

お
兄
ち
ゃ
ん
に
勝
て
る
は
ず
も
な
く
、
最

後
は
マ
マ
の
所
に
泣
い
て
飛
び
つ
い
て
き

ま
す
。
そ
の
反
面
、
遊
べ
る
様
に
な
り
、

戦
い
ご
っ
こ
や
追
い
か
け
っ
こ
な
ど
を
し

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
る
と

と
て
も
微
笑
ま
し
く
思
え
ま
す
。
二
人
に

は
、
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
、
優
し
い
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
目
標
や
夢
に
向
か
っ
て
、
一
生
懸

命
、
前
に
進
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
最
近
育
児
の
息
抜
き
で
始
め
た

「
あ
す
ぽ
」
で
の
ヨ
ガ
が
、
楽
し
み
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
体
が
硬
く

て
何
も
出
来
な
か
っ
た
私
も
大
分
ヨ
ガ

ポ
ー
ズ
を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
週
間
に
一
時
間
と
短
い
時
間
で
す
が
、

育
児
か
ら
放
れ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
家
族
も
協
力
的
で
、

主
人
は
お
風
呂
入
れ
、
休
日
に
は
子
ど
も

達
と
遊
ん
で
く
れ
て
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
両

親
な
ど
周
り
の
皆
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
ゆ
か
り
さ
ん
）

アあ

☆宝くじは豊かさ築くチカラ持ち☆

　三保地域振興会では、平成２２年度一般コミュニティ助成事業（宝
くじ助成）を活用し、丸テーブル３０脚、折りたたみテーブル１５脚、
折りたたみイス６０脚、折りたたみイス用台車１台を整備しました。
　今後は、地域住民の連帯感と自治意識を盛り上げ、コミュニティ
の活性化を計ります。

三保地域
振興会に 助成宝くじ
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

山北　153mm（167mm）
三保　206mm（230mm）

山北　25.1℃（22.7℃）
三保　21.6℃（20.5℃）

※（　）内は平成21年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，９40人
６，２14人
１２，１54人

（＋ 7人）
（＋ 6人）
（＋13人）

世帯数　４，２21世帯（＋9世帯）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

宮　地　　田　代　健　子（女）８２歳　本　人

尾　崎　　篠　崎　こ　と（女）８３歳　　〃　

堂　山　　　関　　ヒ　サ（女）１００歳　龜　夫

万　随　　伊　深　たかよ（女）９１歳　　仁　

　畑　　　湯　川　福　江（女）７９歳　勝　安

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

越　地　　江　口　眞　和（男）真　斗・みのり

　宿　　　千　野　優　月（女）博　光・千　穂

下本村　　南　雲　友　愛（女）　翔　・直　美

古　宿　　瀬　戸　千　愛（女）高　志・幸　子

山市場　　佐　藤　瑠　乃（女）一　宏・チエミ

尾　崎　　佐　藤　多睴斗（男）辰　也・麻　由
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※今回の掲載分は、平成２２年６月１６日から平成２２年７月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

「おくやみ申し上げます」
　透　間　池谷　貢　（男）　８０歳　本人

「まちのデータ」
　男　５，９３３人　（－１９人）

お詫びと訂正 広報やまきた７月号の「おくやみ申し上げます」と「まちのデータ」に誤りがありま
したので、お詫びして訂正させていただきます。
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役場各課の
直通電話番号と
メールアドレス

〒258-0195神奈川県足柄上郡山北町山北1301-4  TEL.0465-75-1122（代表）山北町役場 企画財政課編集発行
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やまきた歳時記やまきた歳時記

　７月２日、平成１６年４月にオープンした「さ
くらの湯」で、入場者が５０万人を超えました。
５０万人目となったのは、松田町にお住まいの
西内訓一さんで、町から花鉢、ともしびショッ
プから記念品が贈呈されま
した。
　西内さんは、さくらの湯
の常連のお客さんで、週に
２～３日は利用されている
そうです。他のお客さんや
スタッフから祝福され、大
変喜んでいました。

　７月２日、平成１６年４月にオープンした「さ
くらの湯」で、入場者が５０万人を超えました。
５０万人目となったのは、松田町にお住まいの
西内訓一さんで、町から花鉢、ともしびショッ
プから記念品が贈呈されま
した。
　西内さんは、さくらの湯
の常連のお客さんで、週に
２～３日は利用されている
そうです。他のお客さんや
スタッフから祝福され、大
変喜んでいました。

さくらの湯

入場者 達成万人 ６月２０日（日）、山北中学校体育館とスポーツ広場
で、第４３回町球技大会が開催されました。
　当日、ブロック対抗戦として、バレーボールは各地区
より７チームが参加し、熱戦が繰り広げられ、向原ブ
ロックが大会２連覇を果たしました。

　なお、ソフトボールについては
７チームが参加し、晴天の下、白
熱した試合を制した向原ブロック
が優勝しました。

第43回 町球技大会

優　勝＝向原ブロック
準優勝＝第三ブロック
第３位＝第一ブロック
　　　　岸ブロック

優　勝＝向原ブロック
準優勝＝第一ブロック
第３位＝岸ブロックＡ
　　　　岸ブロックＢ

バレーボール

ソフトボール

７月１９日（月・祝）に第
１０回カヌーマラソンＩＮ丹沢
湖が開催されました。
今年は岩手県から兵庫県まで、

全国各地から２２９艇２７６名
のカヌー愛好家が丹沢湖に集結
し、色とりどりのカヌーで、丹
沢の自然の中を楽しく爽やかに
走り抜きました。

７月１９日（月・祝）に第
１０回カヌーマラソンＩＮ丹沢
湖が開催されました。
今年は岩手県から兵庫県まで、

全国各地から２２９艇２７６名
のカヌー愛好家が丹沢湖に集結
し、色とりどりのカヌーで、丹
沢の自然の中を楽しく爽やかに
走り抜きました。

第１０回
カヌーマラソン

バレーボール 優勝 向原ブロック


